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論　　文　　の　　要　　旨

　MgC1。事MgBr。単結晶は三方晶系に属し，空問群は前者がD。亀（R3m）後者がD。亀（C3m）であ

る。異方性が極めて大きく、C軸に垂直な面で壁開し易く、雲母のように薄片になり易い結晶であ

る。又空気中で潮解性が大きくラ取り扱いに注意が必要である。

　本論文はラMgC1。ラMgBr。の電子構造を実験的ヨ理論的に研究したものである。実験的にはラ6ev

～25evの領域で反射率を測定しうそれより光学常数を求めた。

　基礎吸収スペクトノレには数多くのピークが観測された。一方理論的には，価電子帯，内殻電子帯

については強束縛近似法を用いガウス型波動関数を用いて帯構造を計算した。伝導帯は平面波近似

を用いた。この計算結果とヨ基礎吸収スペクトルを比較して，各吸収ピークの遷移の同定が行われ

た。更に上記の遷移の同定を確実なものにするためラ壁開面への垂直入射だけでなく，、60㌧7ポの斜

入射P一偏光の反射スペクトルを測定した。これはC軸に垂直な壁開面への垂直入射反射スペクト

ルでは，光の電気ベクトルがC軸に垂直な成分のみが測定されヨ平行な成分の測定が不可能であるか

らである。斜入射P一偏光の反射スペクトノレの結果ラ吸収ピークの同定が確実なものとなった。

　得られた結果を総括すると、先づMgα。において8．5ev付近に現われる吸収ピークはブリルアン帯

のF点におけるF；，F百→F士帯問遷移に関係した励起子吸収でありラその高次励起子が9．2ev付近に現

われている。ユ0．3～11．7ev付近の3ケの吸収帯はZ点での遷移に対応するもので，偏光特性からユ0．3ev

（C帯）ヨ10．7ev（D帯）はそれぞれZ言→Z；害Z三→Z士遷移と関係し。11，5ev（E帯）はZす→Z三遷
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移に対応することが解った。MgBr。においても同様の解析が行われた。特にMgBr。では第1励起子

吸収帯が4本に分離した構造をもっているがヨこれも斜入射反射スペクトルにおける強度変化から

A王（6．7ev）雪A。（7．0ev）はE■CラE⊥Cに対して許容であるのでヨ㌃→F玄遷移、A。（6．8ev）里A。

（7．2ev）はE⊥Cに対してのみ現われるので雪F；又は㌫からF玄への遷移に対応した励起子吸収である

ことが明らかとなった。

審　　査　　の　　要　　旨

　固体特に誘電体結晶のエネルギー帯構造の研究は。理論的にはコンピューターの高性能化ヨ実験

的には光源としてシンクロトン放射が利用できる様になった為、最近急速に進歩した領域である。

最初は結晶構造が簡単でう対称性の高いアルカリ曲ハライド等の研究が主であったが、次第に複雑

な構造をもつ結晶ヨ対称性の低い結晶の研究に進んできている。本研究もその流れに沿った研究で

あるが雪MgC1。ラMgBr。は層状結晶であるため壁開し易くヨ壁開面に垂直な結晶面を得ることが困

難な結晶であった。著者はラこのような面に頼ることをさけ、壁開面に光を斜に入射して。P一偏

光の反射スペクトルを測定することによ？て。光の電気ベクトルが壁開面に垂直な光学常数の決定

に成功した。この測定は他の壁開性の強い物質の研究にも有カな手段を与えるものである。

　著者の行なった基礎吸収スペクトルの解釈は。理論的にも正しくヨ偏光実験も信頼できるもので

ある。MgC1。ヨMgBr。において雪吸収帯の同定に成功したことは事他の層状結晶構造をもつ物質に

も解明の手段を与えるものであり，固体物性物理学の進歩に貢献する所が大きい。またヨ本研究で

示された著者の物性物理学に対する理解力とヨ実験手段において示された研究能力は高く評価され

る。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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